朝鮮族研究学会2014年度全国大会・科研費「中国朝鮮族の移住労働における女性の役割と「トランスナショナルな家族」の研究」合同シンポジウム開催のご案内
各位
清秋の候、皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は本学会へ多大なるご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、この度、表題のとおり全国大会を開催する運びとなりました。今年度は特に延辺大学より金花善教授をお招きし、朝鮮族研究学会2014年度全国大会と、科研費基盤研究（B）「中国朝鮮族の移住労働における女性の役割と「トランスナショナルな家族」の研究」の合同で、シンポジウムを開催します。
会場（一橋講堂）のある学術総合センターへの入館に際しては、身分証明書の提示が求められます。参加希望者は、別添の参加申込書に、①氏名（所属）、②会員か非会員か、③総会に出席するか・しないか、④昼食弁当（500円）を注文するか・しないか、⑤懇親会（3,500円）に参加するか・しないか、を明記して、10月31日までに朝鮮族研究学会事務局まで、Eメールで参加申し込みを行ってください。参加申込用紙の２枚目に参加証をつけましたので、それを参加者ご自身でプリントアウトして、当日持参し、入館時に警備員に身分証明書の代用書として、ご呈示下さい。
朝鮮族研究学会　会長　笠井信幸
科研費　研究代表　　　鄭雅英
朝鮮族研究学会事務局ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽchaoxianzu@hotmail.com
日時：　１１月１５日（土）10:00-16:30
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会場：　一橋講堂　中会議室２
　　　　　　〒101-8439東京都千代田区一ツ橋2-1-2
　学術総合センター内
　　　　　　　TEL　03-4212-3900　
　　
交通：　神保町駅（A9出口）より徒歩4 分
竹橋駅（1b出口）より徒歩4 分
スケジュール

　9:45-　受付

　・今年度の年会費未納の会員は、受付時に年会費（一般5000円、学生2000円）を納入してください。
　・昼食弁当申込者は、代金（500円）を受付時にお支払いください。
　・朝鮮族研究学会会員以外の方の参加は、資料代（500円）を申し受けます。
第1部　自由論題（朝鮮族研究学会会員による研究報告）

10:00-10:05　朝鮮族研究学会会長挨拶　笠井信幸氏（アジア経済文化研究所首席研究員）
司会：呉泰成氏（一橋大学大学院）
10:05-10:55　報告①　小林玲子氏（東京成徳大学非常勤講師）

題目「寺内正毅朝鮮総督と「南満東蒙条約」の間島適用問題」（報告30分）
コメンテイター　白榮勛氏（岡山大学准教授）（コメント10分）
11:00-11:50　報告②　権艶美氏（北海道大学大学院博士後期課程）（報告30分）
　　　　　　　　題目「グローバル経済の時代における中国朝鮮族のアイデンティティ変容」

　　　　　　　　コメンテイター　宮島美花氏（香川大学准教授）（コメント10分）
12:00-13:00　　朝鮮族研究学会会員総会（昼食）

＊昼食をとりながら総会を行います。昼食を注文されない場合は、ご持参ください。
　　　　　　　　　　
第Ⅱ部　共通論題「中国朝鮮族の移住労働における女性の役割と「トランスナショナルな家族」の研究」

　司会：鄭雅英氏（立命館大学教授、科研費基盤研究（B）「中国朝鮮族の移住労働における女性の役割と「トランスナショナルな家族」の研究」研究代表）

13:00-13:10　講演者紹介（司会・鄭雅英氏）
　13:10-14:10　基調講演　金花善氏（延辺大学女性研究センター教授）

題目「中国朝鮮族家族の現況」（仮）（朝鮮語による講演、通訳なし）
　14:10-14:50　報告①　林梅氏（関西学院大学助教）

題目「朝鮮族村の包摂と排除の仕組みから考える移動」（仮）
　14:50-15:30　報告②　玄善允氏（大阪経済法科大学客員教授）

　　　　　　　　題目「留守家族児童の「心のうち（本音）？」を探る方法の模索―『中国朝鮮族中学生優秀作品選』の資料的可能性と限界をめぐって―」（仮）

　

休憩10分

　15:40-16:30　ラウンド・テーブル・ディスカッション

討論者：鄭雅英氏（立命館大学教授、科研費基盤研究（B）「中国朝鮮族の移住労働における女性の役割と「トランスナショナルな家族」の研究」研究代表）

金花善氏（延辺大学女性研究センター教授）（日本語・朝鮮語通訳あり）
林梅氏（関西学院大学助教）

玄善允氏（大阪経済法科大学客員教授）

　　
　懇親会会場への移動（アナウンスします）
17:30頃-20:00頃　懇親会

